
マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

パートⅨ

出
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
募
集

第
17
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

「
幕
末 

飛
騨
の
書
」

一流の舞台を堪能
松竹大歌舞伎近松座公演飾

り
物
展

ぎ
ふ
清
流
国
体
記
念

　
高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
芸
術
・
文
学
に
影
響
を
与
え
た

人
々
や
作
品
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を

広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
定
期
的
に
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初

め
に
活
躍
し
た
高
山
ゆ
か
り
の
文

人
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
遺

さ
れ
て
い
る
書
を
通
じ
て
、
そ
の

人
柄
や
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　
展
示
す
る
の
は
、
山
岡
鉄
舟
の

書
の
師
で
あ
る
岩
佐
一
亭
に
よ
る

「
円
相
」
他
、
約
三
十
人
の
掛
軸

や
蔵
書
な
ど
で
す
。

　
入
場
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
九
月
七
日
（
金
）
～
九

日
（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
五
時

（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
場
所
　
高
山
市
図
書
館
「
煥
章

館
」
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

赤
田
氏
蔵
書
印
　
章
斉
筆

岩
佐
一
亭
　
円
相

23年度出品 鉄道模型のジオラマ

　「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
に
ち
な
ん

で
飾
り
物
展
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
一
般
の
部
に
加
え
、
高
校
生

以
下
を
対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
チ
ャ

レ
ン
ジ
部
門
を
設
け
て
い
ま
す
。

若
い
感
性
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◇
日
時
　
十
月
二
日
（
火
）
～
四

日
（
木
）
午
前
十
時
～
午
後
八
時

（
四
日
は
午
後
四
時
）

◇
場
所
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◆
対
象
　
長
期
間
に
亘
り
収
集
し

た
も
の
、
苦
労
し
て
探
し
求
め
た

こ
だ
わ
り
の
品
々
、
今
で
は
手
に

入
れ
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
も

の
、
郷
土
の
文
化
に
関
連
す
る
も

の
な
ど
。
※
大
き
な
も
の
、
高
額

な
も
の
、
生
物
は
対
象
外
で
す

◆
規
格
　
縦
八
〇
セ
ン
チ
、
横

一
七
〇
セ
ン
チ
以
内
に
収
ま
る
こ

と
。

◆
申
込
　
文
化
会
館
で
配
布
す
る

出
品
票
に
記
入
の
上
、
写
真
を
添

え
て
九
月
二
十
三
日
（
日
）
ま
で

に
、
文
化
会
館
窓
口
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
。
※
損
害
保
険
を
掛
け
る

た
め
、
必
ず
概
算
額
を
記
入
の
こ

と
。

◆
選
考
　
応
募
点
数
が
多
い
場

合
、
及
び
出
品
物
が
重
複
す
る
場

合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
合
せ
　
詳
細
は
文
化
協
会
事

務
局
（
三
四
―
六
五
五
〇
）

◆
日
時
　
十
月
十
二
日
（
金
）
～

十
四
日
（
日
）　
午
前
九
時
～
午

後
五
時
（
最
終
日
は
四
時
ま
で
）。

文
化
会
館
二
階
展
示
室
に
て

　7 月 14 日、三年ぶりと
なった歌舞伎公演が行われ
ました。今回は上方歌舞伎
の重鎮で人間国宝でもある
四代目坂田藤十郎と、そ
のご子息である中村翫

かんじゃく

雀、
扇
せんじゃく

雀が出演するという豪華
な顔ぶれでした。
　最初の演目「夕霧名残の正月」では、情緒ある踊りが見ど
ころで、見得を切る場面では「山城屋」と大

おお

向
む

こうがかかり、
舞台と客席が一体となってたいへん盛り上がりました。また、
「曽根崎心中」では近松門左衛門の不朽の名作を存分に楽し
むことができました。
　社団法人高山市文化協会では、今後も一流の舞台芸術を皆
さんに提供してまいります。



「
岡
目
一
目
」

城
山
に
あ
る
高
山
市
文
化
伝
承
館

～
紹
介
と
利
用
の
手
引
き
～

お
月
見
歌
会

道
伝
え
の
日

（
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

　

飛
騨
メ
ロ
ン
は
う
ま
い
け
ど

高
い
。
宿
儺
カ
ボ
チ
ャ
も
そ
う

だ
が
ブ
ラ
ン
ド
名
を
維
持
す
る

生
産
者
の
裏
の
努
力
に
は
頭
が

下
が
る
。
赤
カ
ブ
や
飛
騨
牛
ま

た
然
り
。

　

飛
騨
メ
ロ
ン
は
自
分
の
た
め

に
買
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
孫

の
た
め
に
毎
年
買
っ
て
送
る
。

孫
た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
が

浮
か
ん
で
く
る
と
、
こ
れ
は
も

う
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

届
い
た
と
電
話
が
あ
る
と
、

食
べ
る
前
に
「
高
山
の
オ
ジ
イ

ち
ゃ
ん
が
送
っ
て
く
れ
た
」
と

念
を
押
せ
と
言
う
。
食
べ
終

わ
っ
た
ら
「
鶴
の
恩
返
し
」
の

話
し
を
し
ろ
と
も
。
さ
ら
に
浦

島
太
郎
と
亀
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
も
言
及
せ
よ
と
。

　

か
く
て
う
ま
い
話
に
は
裏
が

あ
る
と
知
っ
て
、
我
が
家
の
孫

は
育
つ
。
こ
れ
を
口
承
文
学
と

い
う
。（
ン
？
）
古
来
、
伝
説

や
民
話
な
ど
は
口
伝
え
で
語
り

継
が
れ
て
き
た
。
こ
の
夏
も
無

事
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
熱
い
夏
も

終
わ
っ
た
。食
欲
の
秋
で
あ
る
。

食
文
化
も
人
が
生
き
る
上
で
の

大
切
な
文
化
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
人
は
そ
の
た
め
に
生
き
る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

城
山
の
照
蓮
寺
か
ら
西
へ
少
し

降
り
た
所
に
、
高
山
市
文
化
伝
承

館
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
高
山

藩
金
森
家
の
筆
頭
家

老
金
森
将し

ょ
う
げ
ん監
の
屋
敷

の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
高
山
市
街
が
よ

く
見
渡
せ
る
良
い
場

所
で
す
。
そ
こ
に

は
、
金
森
宗
和
好
み
の
庭
園
の
遺

構
も
あ
り
、
茶
道
と
も
縁
の
深
い

場
所
で
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
と
文
化
に
ゆ
か

り
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
景
勝
の
地
に
、
茶
道
・
華

道
・
舞
踊
・
邦
楽
な
ど
の
伝
統
文

化
芸
能
を
学
び
、
伝
承
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
平
成
十
七
年
、
高

山
市
文
化
伝
承
館
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
伝
承
館
で
は
「
道
伝
え
の

日
」
と
し
て
、
ひ
な
飾
り
・
道
伝

え
茶
会
・
端
午
の
節
句
・
飾
り
物

展
・
お
月
見
短
歌
会
・
芭
蕉
忌
句

会
な
ど
の
催
し
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
庚こ

う
し
ん
こ
う

申
講

や
秋
も
ち
な
ど
市
内
各
所
に
伝
わ

る
年
中
行
事
の
再
現
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
行
事
の
あ
と
に
食
事
が
で

き
る
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方

も
多
く
、
定
期
的
に
同
窓
会
を
す

る
グ
ル
ー
プ
や
、
女
性
の
お
し
ゃ

べ
り
会
で
一
日
を
過
ご
す
人
々
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
花
火
大
会

の
夜
も
毎
年
予
約
が
入
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
も
気
軽
に
ご

見
学
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金

・
和
室
、
多
目
的
室
（
板

間
）
／
午
前
各
二
千
円
・
午

　

広
報
№
１
３
２
号
の
岡
目
一
目

に
て
、「
モ
モ
ン
ガ
―
」
の
表
記

は
「
モ
モ
ン
ガ
」
が
正
し
く
「
ム

サ
サ
ビ
」
と
は
別
の
動
物
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
ム
サ
サ
ビ
を
バ
ン
ド

リ
と
呼
ぶ
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

【
記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

　

前
号
に
て
募
集
し
た
「
月
」
に

因
ん
だ
短
歌
の
優
秀
作
を
発
表
し

ま
す
。

◇
日
時　

九
月
二
十
九
日
（
土
）

　

午
後
一
時
～

◇
場
所　

高
山
市
文
化
伝
承
館

［
飛
騨
書
道
連
盟
　
書
道
展
］

◇
日
時　

九
月
二
十
九
日
（
土
）

～
三
十
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午

後
五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
半
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

［
日
本
舞
踊
菁
風
会
　
温
習
会
］

◇
日
時　

九
月
三
十
日
（
日
）　

午
前
十
一
時
半
よ
り

◇
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

無
料

後
、
夜
間
各
三
千
円

・
茶
室
／
和
室
の
半
額

○
問
合
せ　

三
六
―
一
七
四
四　


